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洛陽十二支妙見戊満願妙見官『子宝犬』
洛陽十二支妙見の戊にふさわしく、十二支の方位盤を台座にしています。
刻まれている干支の前に立てばその方向に向かうように作られています。
参詣者の魔を祓い、福を招くといわれています。

妙見宮への参道

参道の石段を登るとある『妙見宮』。霊験
あらたかで、願望がすべてかなうことから

「満願妙見宮」として尊崇されています。
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『
魅
力
あ
る
業
界
に
！
』

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ご
家
族
と
共
に
清
々
し
い
新
年
軋
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
共
の
業
界
は
日
進
月
歩
の
ご
と
く
非
常
に
速
い
速
度

で
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
社
会
の
変
革
の
流
れ
に
停
滞
す
る
こ

と
な
く
素
早
く
対
応
し
、
業
界
に
対
す
る
当
工
組
の
存
在
感
を
高

め
、
地
域
社
会
に
安
全
・
安
心
を
提
供
し
、
貢
献
度
の
高
い
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
今
期
ク
誇
り
を

も
っ
て
、
地
域
に
貢
献
″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

L
E
D
・
H
E
M
S
・
B
E
M
S
・
t
O
T
・
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
等

目
ま
ぐ
る
し
く
社
会
環
境
が
変
化
し
て
い
き
、
ま
た
新
た
な
仕
事

を
生
み
出
し
ま
す
が
、
こ
の
全
て
に
電
気
が
関
連
し
て
い
ま
す
の

で
、
耳
を
澄
ま
し
て
冷
静
に
判
断
す
れ
ば
、
私
共
の
電
気
工
事
業

界
が
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
会
員
増
強
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。
こ
の
業
界
の
将
来
性
、

魅
力
に
つ
い
て
各
役
員
等
が
よ
く
理
解
を
し
、
事
あ
る
ご
と
に
組

合
の
利
点
を
P
R
し
て
若
手
経
営
者
を
発
掘
し
、
入
会
を
推
し
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
業
界
の
情
勢
に
つ
い
て
は
現
状
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
等
の
影
響
で
官
民
と
も
好
景
気
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

3
0
年
度
中
盤
頃
に
は
先
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の

後
に
つ
い
て
は
素
早
く
組
合
員
の
皆
様
に
情
報
・
対
応
・
対
策
等

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
も
調
査
業
務
を
事
業
の
柱
と
し

て
組
合
カ
ラ
ー
を
出
し

員
一
同
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
吏

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
事
業
の
ご
隆
盛
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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明日の京都を
描くため

京都府知事

山　の啓ニ
組合員の皆さま、あけましておめでとうございます。

昨年を振り返って

京都府では、林田・荒巻府政以来築き上げてきた社会

基盤がいよいよ実を結ぶ時期となりました。昨年4月に

新名神高速道路の城陽・八幡京田辺間が開通し、ついに

京都は京丹後市から木津川市まで高速道路によってひと

つに繋がりました。

「海の京都」、「森の京都」と続き、昨年は「お茶の

京都」事業により、南部地域全体に大変多くの人が訪れ

るとともに、北部地域では、美しい絹織物の地「丹後ち

りめん回廊」が日本遺産に認定されるなど、観光面でも

過去最高の賑わいとなり、府城全体が大きな盛り上がり

を見せた一年となりました。

また、文化庁の全面的京都移転も正式に決定、移転場

所も府庁の警察本部本館に決まり、名実ともに京都が

「文化首都」と位置付けられ、文化芸術立国に向け大き

な役割を担うことになった重要な節目の年となりました。

しかしながら一方では、依然、我が国周辺で安全保障

について大きな緊迫感が続くとともに、少子高齢化や東

京一極集中の加速、子どもの貧困など様々な課題が改め

て浮き彫りになった一年でもありました。

未来を切り拓く鍵

こうした背景には、少子高齢化や情報化、国際化の中

で、家族形態も含め社会の多様化が進展することに対し

て、「地域の力」「自治の力」が低下し、旧来の制度や

考え方では支えきれない局面が生まれてきたことがあげ

られると思います。

特に近年では、様々な格差の問題や孤立社会といわれ

る無関心時代の到来も指摘される中、京都府では、従来

から地域力再生を掲げ、地域の絆などの新しい地域づく

りの環境・土台を基に、半公半Ⅹの公共員制度や地域の

公民の生活機関を集中化したコミュニティコンビニの整

備、子ども食堂や居場所づく／りのためのこどもの城事業、

さらに高齢化時代に医療、介護、福祉を連結させる地域

包括ケアの推進、女性活躍から障害のある方の農業分野

での活躍を支える農福連携など、幅広く「共生社会」の

実現に向け取り組みを進めてまいりました。

新しい時代へ

今年は、「明治」への改元、そして京都府の設置から

150周年にあたります。当時、京都では、多くの人や産

業が東京へ移り、3分の1の人口が減少したため、千年

にわたって都として栄えた京都は、かつてない大きな危

機に直面しました。

そのような激動の時代にあっても、京都府は、日本初

の小学校（上京27番組（柳池）小学校）や女学校（新共

学校および女紅場）、盲ろう学校（京都盲唖院）の開校、

府立医科大学の前身である医学校を療病院に付置、京都

大学の前身である第三高等中学校の大阪からの誘致、同

志社大学の設置許可など人づくりを中心に府政を進め、

さらに琵琶湖疏水の建設や経済界とも連動した京都博覧

会の開催で産業の振興を図り、西陣織や茶業など様々な

分野で新たな取り組みを進め、京都を復活させました。

これが京都府政の原点であります。

そうした先人たちの努力が今日の京都の礎を築いてき

たのであり、そこには、どんなに困難なときも未来に投

資をして、未来のために現代を生きる京都の気概があり

ます。

この150周年という節目を迎えるにあたり、今の京都

の基盤が形作られてきた明治の時代を振り返り、常に先

進的な取り組みを続けてきた先人たちの姿勢を受け継い

で、新しい人づくりと文化力づくりによって京都の生き

方が一層魅力あるものになるように、私たちは全力を挙

げなければなりません。

京都には今、年間8，700万人もの観光客が訪れており、

世界的にも日本、そして日本文化のふるさと・京都への

関心が高まっていますが、2019年から3年連続でラグ

ビーワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会、ワールドマスターズゲームズ2021関西と大

規模な国際大会が開催されます。

この機を捉え、「京都文化カプロジェクト2016－2020」

をはじめオール京都で力を合わせ、京都から日本の文化

を発信し、大きな交流の渦が巻き起こるよう、全力を傾

けてまいりたいと存じます。

人と文化によって地域の資源、歴史、伝統を活かし、

人と人とが支え合う共生社会の実現により、地域の力を

再び取り戻し、新たな時代を切り拓くため、共に歩んで

まいりましょう。

私は、この4月で任期を全うする予定でありますが、

この一年の、皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申

し上げ、新年のごあいさつといたします。
＼
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世界文化自由都市・

京都の実現を計指して

京都市長

環境変化に対応できる
人材育成に期待

関西電力株式会社京都電力部

部長　嵩　の養え

ヾ■■′

、i■′／

あけましておめでとうございます。

新年に当たり、京都府電気工事工業組合の皆様の御多

幸を心からお祈りいたします。

皆様の御支援をいただき、市長就任後10回目の新年を

迎えました。この間、徹底した現地現場主義で八千近い

市民活動や市政の最前線を訪れ、京都の今を見つめ、未

来のためにまい進してまいりました。

「美しいまち京都が誇らしい」「まち歩きを安心して

楽しめるようになりました」。多くの方からこうしたお

声を頂く度、京都のまちが着実に深化してきたことを肌

で感じ、嬉しく、御尽力の皆様に感謝しています。

そして迎えた本年。京都が最高の都市理念として掲げ

た世界文化自由都市宣言から40年です。「広く世界と文

化的に交わることによって、優れた文化を創造し続ける

永久に新しい文化都市－」。この理想の実現を目指し、

「文化」を基軸としたまちづくりを更に加速させる年が

スタートしました！

文化庁が機能を強化し、2021年度に京都へ全面的に移

転。これを大きな力に、子育て支援や教育・福祉、観光、

景観、環境、中小企業の活性化、雇用の創出、安心安全

など、あらゆる施策に文化で横串を通す。さらに、文化

や地域活動に親しむ「京都ならではの働き方改革」でま

ちに一層の活力を生み、地方創生のモデルを示す。新年

を迎え、決意を新たにしています。

そして本年は、明治維新から150年。都の地位を失い、

都市存亡の危機を迎えていた京都を、全国初の小学校や

芸大、工業高校の創設、琵琶湖疏水や市電の開業などで

見事に復興させた先人たち。その志と偉業に学び、共に

挑み続ければ、様々な課題を克服し、世界文化自由都市

の理想を実現できる。私は確信しています。

「日本に、世界に、京都があってよかった」と多くの

方に実感していただけるよう、本年も共々に全力を尽く

します。

新年明けましておめでとうございます。謹んでお喜び申

し上げます。京都府電気工事工業組合の皆さまには、平素

より当社事業運営に格別のご支援、ご協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。

さて、昨年を振返りますと、年初の京都府北部を中心と

した大雪や台風21号の襲来は、京都府内に人的被害のほ

か、交通障害や広範囲で停電が発生するなど大規模な被

害に発展し、予想し得ない自然の猛威を改めて思い知る年

となりました。この年の災害により近年類を見ない設備被

害が発生し、電力の復旧に長時間を要し、多くの皆さまに

ご迷惑をお掛けしました。ライフラインを支える事業者とし

て、災害に強い流通設備の構築や大規模災害にも迅速に

対応できる技術・技能の伝承が不可欠であると痛感した1

年でした。電気事業に目を移しますと、電力の小売全面自

由化からまもなく2年を迎えようとしています。電力小売の

競争が益々激化し、お客さまが電力会社を選ぶ選択肢が多

様化しています。当社を取り巻く環境は依然として厳しい

状況でありますが、地域社会への貢献と最大の使命である

「電力の安全・安定供給」に全力を尽くしてまいります。

産業界では、ITCの発達により第4次産業革命といわれ

る新たなイノベーションが注目を集めています。Ic汀とビッ

グデータにより様々な情報がデータ化され、これらを解析、

利用することで新たな付加価値が生みだされ、従来人間に

よって行われていた仕事がAIやロボットが代替し、働き方

やライフスタイルに大きな変化が現れる時代に突入しようと

しています。当社は、このような超スマート社会の実現に

寄与するとともに、様々な環境変化に対応できる人材の育

成に尽力してまいります。

京都府電気工事工業組合の皆さまには、お客さまの電気

設備を「工事」と「保安」の両面で支えていただき、電気工

事の品質向上、電気設備の保安確保に尽力いただいており

ます。昨年には、第3回関西電気工事工業会技能競技大

会が京都市で開催され、事前準備から当日の運営と大変ご

苦労があったと存じます。このような取組みにより関西電

気工事工業会全体が電気設備に対する施工品質の向上と

技術者の育成を積極的に推進されていることを大変頼もし

く感じます。さらに竣工調査・定期調査において、京都、

宮津、小浜の3エリアを受託し、電気を使用される方々の

安全意識の向上に努力され、地域への多大なる貢献に深く

敬意と感謝の意を表する次第であります。

結びにあたり、本年が京都府電気工事工業組合の皆さ

まにとりまして充実した年となり、益々のご発展と安全を祈

念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。
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1．講習日

平成30年2月14日㈹・15日休）
□1日目／9時から18時まで
□2日目／9時から16時まで

2．場　所

京都建設会館本館
京都市中京区押小路通柳馬場東入

3．受講料
12，430円（テキスト代・消費税込）
※通常受講料15，430円のところ

組合から3，000円補助しています。

4．定　員　若干名（先着順）

※詳細は、同封のチラシをご覧下さい。

1．講習日

平成30年3月1日休）・2日（金）・4日（日）
2．場　所

学科／京都建設会舘別館
京都市中京区押小路通柳馬場東入

実技／全京都建設協同組合（予定）
京都市西京区樫原盆山1311

3．受講料

①14時間講習／16，560円

②12時間講習／13，480円
※通常①20，160円、（彰17，080円のところ、

組合より3，600円補助しています。

※詳細は、同封のチラシをご覧下さい。

1．試験日　平成30年3月25日（日）

2．場　所　YIC京都工科大学校
京都市下京区油小路通
塩小路下る西油小路町27

3．受付期間

◆書面申請（締切日消印有効）

平成30年2月1日休）～2月9日（金）
◆電子申請（24時間対応）

平成30年1月29日胴）午前9時
～2月6日（火）午後5時

4．郵送先

（一財）消防試験研究センター京都府支部
〒602－8054京都市上京区出水通油小路東入る

京都府庁西別館3階
TEL075－411－0095　FAX075－411－0096

※詳細は試験案内と実施団体（郵送先）で必ず確認してください。

1．日　時　平成30年3月8日休）10：00～17：00

2．場　所　中央電気倶楽部4F（大阪市北区堂島浜2－1－25）

3．内　容（1）系統現象の種類
（2）系統現象

短絡、地絡事故、高調波、電圧フリツカ、瞬時電圧
低下、インバータ（負荷）機器の留意事項

（3）その他、様々な電気現象

（4）各種波形とトラブルメカニズム例　他

4．定　員　28名（定員に達し次第締め切ります）

5．受講料 工事組合員 �一　般 �協会会員 

8，900円 �9，700円 �7，700円 

6．テキスト　当日会場でお渡しします

1．日　時　平成30年3月16日（金）9‥30～16‥00

2．場　所　一般財団法人関西電気保安協会研修部別館
（大阪市西区北堀江3丁目1－16牧野ビル8階）

3．内　容（1）高圧機器（CB、DS、LBS）のメンテナンス方法の

解説および実習
（2）耐電圧試験方法の解説および実習

（3）各種保護継電器（GR、OCR）の試験方法の解説
および実習

4．定　員　24名（定員に達し次第締め切ります）

5．受講料 工事組合員 

9，200円 

一　般 

9，900円 

6．テキスト　当日会場でお渡しします

協会会員

8，000円

（一社）日本電気協会関西支部（大阪市北区堂島浜2－1－25）
¶∋1：06－634ト5096　Fax：06－634ト7639
ホームページからお申込み下さい。【HP：http：〝www．jea－kansai．jp／】

ロホームページをご利用できない方は、電話をお願いします。
「申込み用紙」をFAXでお送りします。

口定員になる場合もありますので、事前にお問合せ下さい。
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新年あけましておめでとうございます。

新しき年の訪れを祝い、皆様にはご家

族お揃いで新年を迎えられたことと

存じます。

日頃は、舞鶴文部の運営に対しまして文部役

員をはじめ、文部組合員の皆様には多大なご尽

力を賜り厚く御礼を申し上げます。また、本部

をはじめ、北部各支部の皆様には多様にわたり

ご支援ご協力を賜り、重ねて御礼申し上げます。

さて、昨年は私にとりまして大きな節目の年になりまし

た。それは支部長という大変大きなお役を引き受けてし

まったことであります。「若輩者の私に何ができるの

か？」自問自答すればするほど不安が募るばかりでした。

無我夢中でこの一年突っ走ってまいりました。お陰棟で

年度当初から文部役員の皆様が積極的にサ

ポートしていただき、行事などがスムーズに

且つ盛大に執り行うことが出来ました。特

筆すべきは文部対抗ボウリング大会にて舞

鶴文部が団体で3位に入賞したことでありま

した。予選を兼ねた文部の親睦ボウリング

大会では皆が和気あいあいの中、勝負にこ

だわらず楽しいスポーツとして親睦を深めて

いたように見えたのですが、いざ対抗戦で

は他文部の強者たちを抑えて3位を勝ち取っ

てくれました。また府と舞鶴市が主催する総合防災訓練

の日は早朝よりたくさんの役員・文部組合員が駆けつけ

て防災用電気関係の展示を開催し、市民へのアピールを

促しました。後日、市長より御礼の手紙が届きました。

今年は舞鶴文部にとって良い年になるか否かは、文部

組合員皆様の両肩にかかっています。京電工組の中にあっ

ては小さな文部です。でも小さいがこそ仲間意識も高く、

協同一致の精神が生まれるのではないでしょうか？

今年は新年会が事業の始まりです。新た．な気持ちで

互助精神を忘れず、頼りない支部長ではありますが皆さ

んで濃いい味のある支部長に育てていただきたいと思い

ます。皆さんのやる気と勇気に期待して、年頭の挨拶と

させていただきます。

舞鶴支部長　嵯峨根仁史

防接種の助成制度について
では、保健事業の一環として「インフルエンザ予防接種」費用の助成制度を

ています。つきましては、下記の通りの流れで助成されますので、順序に従って組合

本部まで申請していただきますようお願い申し上げます。

記

㊥対象者
65歳未満の当電気支部の被保険者

（扶養家族も含む）

㊥接種期間
平成29年10月1日～平成30年1月31日

㊥助成額
1名につき￥2，000を限度に年度内1回
に限る。

㊥申請期限
平成30年2月末日（厳守）

O rインフルエンザ予防接種」を受ける。

◎領収書を買う。
（お名前、インフルエンザ予防接種等、記載のある
もの。金額のみのレシートは不可）

◎「インフルエンザ予防接種助成金申請書」
と領収書（コピー）を組合へFAXする。

（FAX075－672－1947）
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●

申請書に記入された銀行口座へ助成金が振り
込まれます。

※「インフルエンザ予防接種助成金申請書」を紛失された場合は、組合までご連絡下さい。
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京都電気安全サービスより
新年あけましておめでとうございます。謹んでお

喜び申し上げます。

京都電気安全サービスは昨年4月に小浜調査セン

ターを開設し、現在、京都（上・下支部エリア）・宮津・

小浜エリアで関西電力㈱様より委託を受け、定期調査、

竣工調査を行っております。我々は「地域のみなさ

んのくらしと電気の安心安全を守る」をモットーに

掲げ、定期調査につきましては調査員が一般のご家

庭を4年に一度訪問し、電気の安全調査を日々行っ

ております。

本年より我々の活動をより多くの組合員さんに

合員の皆さんへ
知っていただきたく、京都調査センター・宮津調査セ

ンター・小浜調査センターの現状や活動を報告させ

ていただきます。

組合員さんとともに、地域のみなきんの電気の安

心安全を守り、サポートしていきたいと存じており

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

京都電気安全サービス
京都調査センター

宮津調査センター
小浜調査センター

センター長

調査部長

南丹事業所長

センター長

センター長

今後の予定

《4月舞鶴会場》

雷4月12日休）

■舞鶴市西地区多機能施設4階
（旧：舞鶴勤労者福祉会館）

※講習センターでの登録時に、「受講期限お知らせサービス」に

登録されていると、メールまたは郵送でのご案内が届きます。
詳細については講習センターへお問い合わせください。

お知らせとお願い

◆平成25年4月から定期講習の制度が変わりました。

◆（一財）電気工事技術講習センターへ登録をしていただき
ますと、従来通り受講の案内が届きます1

（組合では登録の代行はできません）

◆組合員の皆様には講習センターへの登録をお願いいたします1

◆登録用紙は組合にありますので、ご入用の方は組合まで
お電話ください。

（一財）電気工事技術講習センター
℡03（3435）0897
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i級立った。

ケ円入院してから

ワ、象でリハビリに

励んでいた。ニケ日ごとにお見象いlこ行って、

友達の近況や世間話をして元気づ口ていたが、

咋卑lこなって軽い認知症で玖前のように話し

も出兵なく7、第に寝ている時が多くなった。

その後、鋸こ写って何回か亀話したがっなが

らず、訪問した時も留者で食えなかった。
一ケ軋経経ったある日、虫の知らせか夕方

に亀話をしたら何と、「合口葬儀で、今帰って

兵長。」との皐。象族は連絡しようY思ったが、

たような気がした。

象旅券がi流の今日、六七刀互友人を亡くし

ても親族坑外だと級立ちを見送る皐も出兵互

いのかY思うと、残念で与らない…。

iた、新しい皐が始iワiした。今皐も健

鹿に気をっ口て彼のことを忘れず、

透を今iで玖上に大切に過ごし

思いi寸。

乙訓地区

参⑳餞⑪特車螢特車勒鬱場㊧⑳砂㊨朝命診窃容等帝蹄等儲蹄砂癖㊧聯辱尊命魯鈴魯尊命容態穏参梯診⑳翁傍啓帝帝＠㊧⑳⑳㊨⑳⑳⑳㊥診㊧啓等㊧翁等㊧⑳㊧参⑳喘容静態⑳㊨㊧啓＠㊧⑳㊧啓蟄⑳⑳㊧㊧⑳⑳令

スマホに惑わされない

健康家族の歳でありたいものです。
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■【■Tl▲．．＿．．二

一　理事会報告
〈1〉　開催日時／12月20日㈹13時30分

く2〉　開催場所／京都電気技術専門学院

〈3〉　出席者／理事31人　監事1人

（欠席）理事10人　監事4人

議　長　　植田　隆夫

理事会前に、住友生命保険相互会社より全日グループ

共済制度について説明

《報告事項》

◆表彰関係　黄綬褒章：門野正宣氏（11／14）職業訓

練功労者表彰（KEC・学院関係）：平尾憲正氏

〔KEC理事〕（11／11）

◆全日電工連関係　理事会（11／13、12／15）第32回電

気工事業全国大会（11／14）技術・認証委員会

（11／17）女性電気工事士座談会（12／6）

◆関西工業会関係　関西青年部連合会会員大会
（10／28）関西電気工事工業会技能競技大会意見交

換会（11／2）でんせつ編集委員会（12／4）調査

業務連絡会議（12／8）常務委員会（12／18）

◆京都府電設資材卸業協同組合への要請について

◆電気系教育機関（府立高校）との交流事業の要請
について

◆第7回理事会（10／18）の議事録　出席者全員異議

なく確認

《議　　題》　　　　　　　　　　　　，

1．組合員加入承認、脱退報告について

森川総務委員長から資料により加入者4人、脱退

者4人を報告、承認。
2．平成29年度追加予算について

森川総務委員長から資料により追加予算案の説明

提案、承認。

3．平成30年新年賀詞交歓会について

事務局から資料により当日のスケジュールと次第

を説明、承認。

4．通常総代会までのスケジュールについて

事務局から資料により通常総代会までのスケ

ジュール案と総代会次第の一部見直し案を説明、

承認。

5．その他

各委員会、KEC、青年部、各支部より報告。

前平厚生委員長から資料により第14回支部対抗親

睦ボウリング大会の決算案と第32回京電工組親睦

旅行の決算案の説明、承認。

事務局から資料により全日電工連「企業を守る自

社株対策」研修会について説明。

植田理事長から冊子「原子力発電はいま」について

説明。

事務局から全日電工連「生活総合保険制度」につい
て説明。

監事所見の後、理事会を終了。
（総務委員会）

〈1〉　開催日／12月8日（金）

〈2〉　開催場所／美々卯　京都舐園店

〈3〉　議　　題

1．追加予算について

2．小泉委員の提案について

3．事業承継研修会「企業を守る自社株対策」
4．その他

75％
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◎京都府電気工手工業組合

〝〝　〝〝〝芸事本

事　　　　長長
部

役
山高辰長康小岩平今堺井進門前平船藤福前森鎌植

井村田山下岡本山本坂藤泉城山井　上藤野川尾岡井多平川谷田

義光仁清公勝章清　秀茂博健晃敦正律完善　範恭隆義久正喜憲伸修弘貞賢裕隆

房雄史之郎康次信洋夫樹之市士大意男三嗣修重介充平和宣美正季二祐二悟介夫

辰堺山安中門
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◎京都府電気工事工業組合
京都府建設業職別国保電気支部
職業訓練法人　ケーイーシー

京都電気技術専門学院

修　充　明　弘　重　進　悟稔　士

監

同　時　石
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29年11月13日（月）・14日（火）の2日間、全日本電気

工業組合連合会「第32回電気工事業全国大会九

大会」が沖縄県宜野湾市の沖縄コンベンションセ

ンタ一にて開催され、親会様のご支援のもと京電工青年部

から14名もの多くの部員にて参加をさせていただきました。

初日は全日電工連全国青年部協議会にて主体的に設営

された「意見交換会」が開催され、全国から約450名の青

年部員が集い、「人材減少を見据えた業界内の人材確保・

育成策について」「AI・Idr等のスマート社会を見据えた

組合員への支援制度について組合に期待すること」「我々

が描く電気工事業者としてのありたい姿とは～時代の変

化に対応した顧客への新たなる提案力とは～」の3つの

テーマに分かれて、これからの電気工事業界の進むべき

方向性や組合のあるべき姿について深く、濃い意見交換

がそれぞれのグルー

プで行われ、参加者

全員が各事業所に

おいて今後どのよう

に取り組んでいかな

ければならないのか

考え、学ぶ貴重な機

会となりました。
意見交換会の様子

日 年部のあり方を考える大きなヒントをいただきまし

た。全国から9工組の事例発表がなされ、その内6工組

は青年部からの事例発表がありました。ジャンルとして「業

界理解促進関連事業」や「組合員・会員増強およびメリッ

ト提供事業」についての事例発表で、地域社会に向けて

の業界のPRや組合員ならではのメリットある取り組みが発

表され、大きな刺激を受けました。京電工青年部はまだま

だその潜在的な力を発揮出来ていない。本当に必要とさ

れる青年部のあるべき姿を見出せていないと感じ、闘志に

火が点いた思いでした。

2日間の大会を通して全

国の多くの仲間との出会

いや大きな刺激を受ける

ことが出来ました。そして

改めて、客観的に自分自

身や事業所を見つめ直す

機会をいただくことが出来　　組合活性化研修会の様子

たと思います。来年以降もより多くの青年部の仲間と全国

大会等の各種大会に参加して日々食欲に成長を求め、行

動力のある人間へと成長出来る青年部を目指して取り組ん

で参る所存ですム今後も、京電工青年部にご支援とご協力

をよろしくお願いいたします。
青年部部長　山添宏明

を担当して25年の実績。
の保険はおまかせください。

頼れる保険のパートナー

＝＆l

取り扱い保険会社

』損害保険
・Aル損害保険

・東京海上日動火災保険

・富士火災海上保険

・日新火災海上保険

・損保ジャパン日本興亜

■生命保険
・メットライフ生命

・アフラック

・エヌ工ヌ生命

・大同生命保険

・東京海上あんしん生命保険

ほか
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【北地区】
◎オーテック／代表者

北区紫野北舟岡町22－6
℡（441）3397

大薮　恒義
藤和紫野ホームズ302

【山科地区】
◎宇佐美空調設備／代表者　宇佐美伴明

山科区勧修寺御所内町36　℡（644）9182

【伏見地区】
◎テイコク電機商曾／代表者　川勝　隆二

伏見区深草小久保町297－9

【宇治地区】
◎勝井電業／代表者　勝井　裕

城陽市寺田今堀52－56

【下京地区】

◇ピーシーアシスト㈱／代表取締役　下坂　光
下京区東洞院通七条下ル東塩小路町717－1京都駅前ビル4F

℡（353）5400

【南地区】
◇雅電機㈱／代表取締役　滝下　貴崇

南区西九条唐戸町17－2　℡（691）8760

事業所

【右京地区】
◇でぐちでんき／代表者　出口　健二

西京区嵐山宮ノ北町7－26　℡（881）2533

【山科地区】

◇光和電業㈱／代表取締役　芦田　和佳
山科区大宅関生町12　℡（591）7977

【伏見地区】（西京地区より地区異動）
◇捏柴電設工業／代表者　藤森　教昭

伏見区横大路六反畑ト19　℡（623）5504

【南丹地区】日吉電器商会／代表者　塩内　敏幸
【山科地区】宮城電工／代表者　宮城　定美

坂口工業／代表者　坂口　俊夫

【伏見地区】㈱野田電化／代表取締役　野田　佳伸

【福知山支部】
◆渡遽電気／代表者　渡遽　登氏
〈ご母堂〉ぬ志枝様平成29年11月21日ご逝去95歳

【本部日誌】

4日⑧　でんせつ編集委員会（森川副理事長）

6日㊨　全日電工連女性電気工事士座談会

（北川青年部直前部長）

7日㊧　職別国保本部理事会（井上電気支部長他）

8日㊧　総務委員会

関西電気工事工業会一般用電気工作物調査業

務連絡会（森川副理事長他）

11日⑧　京都電気消防設備団体連絡協議会事務局会議

（五嶋局長）

15巳㊨　全日電工連理事会（植田理事長）

宮津調査業務懇親会（森川副理事長他）

18日⑧　関西電気工事工業会常務委員会（植田理事長）

19日㊥　京都電気消防設備団体連絡協議会役員会

（松井名誉理事長他）

20日㊧　三役会、理事会、汀推進委員会

21日㊨　国保本部支部事務長・担当者会議、法令遵守

担当責任者研修会

25日⑧　京都府中小企業団体中央会理事会、京都府知

事・京都市長との合同懇談会（植田理事長）

クイックロックコネクタ　差込形電線コネクタ

2・3・4・5・6・8
回　国　を施工する

■電線挿入状態が「目視確認」できる
『安心の「2点接触」スプリング構造

●J tSC2813（屋内配線用差込形電線コネクタ）適合品。

●都市再生機構公共住宅建設工事共通仕様書記載。

●国土交通省　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）記載。

●電気用品安全法許可品。くPS＞E

●内線規程J EAC許可品

重義垂覿株式会社二手フ

本　　　　社

東部営業本部　東京営業所

西部営業本部　大阪営業所

福岡営業所
中部営業本部　名古屋営業所

TEL（06）6911－1411㈹　FAX（06）691l－6822

TEL（03）3452－7381㈹　FAX（03）3452－7385

TEL（06）6914－2660㈹　FAX（06）6914－2677

TEL（092）473－9912㈹　FAX（092）473－9913

TEL（052）857－2722㈹　FAX（052）857－8080
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第32回親睦旅行は、去る11月26日（日）～27日胴）の2日間、

北部支部からもご参加を頂き総勢72名で和歌山県南紀勝浦

温泉へ行きました。

、市内支部は観光バス2台で1号車は午前9時

京都駅八条口京阪ホテル前から出発し、2号

車は午前9時にJR宇治駅前を出発し近鉄大久保駅を

経て、昼食場所の松阪市へ。

北部支部の3号車は午前6時45分に小浜を出発し

舞鶴、綾部、福知山を経て、また宮津支部は支部貸し

切バスにて途中、市内バスと合流し昼食場所の「オー

シャン」では「和牛焼き肉バイキング食べ放題」に参加

者全員舌鼓。お酒・ビールも大変進みました。

昼食後、熊野市の世界遺産史跡「鬼ケ城」を見学し、

次ぎに小雨そぼ降る中、新宮市に移動し熊野三山の

「速玉大社」を参拝しました。

世界遺産　速玉大社

その後、宿泊地

の南紀勝浦温泉、

美しい紀の松島に

浮かぶ「ホテル中

の島」に午後5時

に到着しました。

植田理事長の挨拶▼

素顔府電気工夢見裳

世界遺産　熊野本宮大社

は、前日の雨も回復し晴天となりホテルを午前

分に出発。今回の旅行でメインの熊野三山「熊

野大社本宮」を参拝し、次ぎに那智勝浦「那智の滝」の

圧倒的スケールの滝に感動し、昼食は「かまセン」の

「せいろ蒸し御膳」にこれまた舌鼓。

昼食後は、美味しいかまぼこや竹輪を試食しながら

お土産を買いました。その後、串本町の「橋杭岩」を見

学。休憩をとりながら市内1号車は京都駅に午後6

6時45分から、木下厚生委員の

より前平厚生委員長、植田理事長

の挨拶のあと、松井名誉理事長の乾杯の

音頭により、懇親会に入り、楽しい一時

を過ごし、参加者同士の親睦を深めるこ
委員長の挨拶

とができました。特に懇親会では、毎回好評の「お楽

しみ抽選会」を行い、ご参加いただいた方のうち40数

名の方々に、勝浦温泉名物のおみやげが抽選で当たり、

カロえて理事長賞1名、副理事長賞4名、トラビュー観

光賞2名の方々にギフト券が当たるなど、大変盛り上

がりました。

そして料理は、黒潮の海が育てた海の幸を始め山・

里の幸を堪能し進藤厚生副委員長の中締めにより閉

会となりました。

時10分、2号車はJ R宇治駅に午後7時、宮津

支部の貸し切りバスは午後7時30分、北部3号

幸は最終小浜へは午後9時に無事到着しました。

間のバス旅行となりましたが大変楽しい時間

すことができ、参加者同士の親睦を深めること

ができました。

また、各支部地区役員の方々をはじめ、厚生委員に

は大変お世話になりありがとうございました。

当日参加頂きました地区・支部別人員は、市内地区

の北1・上中京3・左京5・右京3・中京下1・下京1・

西京3・乙訓1・南丹4・山科1・伏見4・宇治26・木

津1、北部支部の舞鶴2・福知山4・宮津5・小浜5・

事務局2の合計72名でした。

（厚生委員会）
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《第一種電気工事士受験コース》

●募集定員15名（先着順）
●訓練期間　8カ月

（4月～11月迄週2回）

●授業時間18：00～21：00

●出願資格　電気に関する基礎
学力を有する者

平成29年9月1日（金）～30年1月31日㈹

●詳しくは当学院までお問い合わせ下さい。ホームページでも詳細をご案内しています。

TEL．075－693－78879ttp：塑W聖ec－kyotq・COT／
経済産業大臣指定．京都府知事認定　　E－mailkec＠hera・eOnet・ne・JP

職業訓練法人　ケーイーシー

京都電気技術専門学院
〒601－8021索郡市両区乗れ実字胃辺訂8－5FAX．075－693－7877

スマートコスモ㊥

AiSEG㊥

Panasoni亡のスマートHEMS㊥

スマートHEMS　琵 � 

Wonders！　　◎お問い合わせ先…パナソニック株式会社エコソリューションズ社京都営業所
byPanaSOniC　　　　〒601－8127京都府京都市南区上鳥羽北花名町34番地075－661－5141

く交通機関〉
●JR京都駅から徒歩20分

●京阪・JR東福寺駅から徒歩10分

●市バス河原町九条から徒歩2分

●地下鉄九条駅から徒歩5分

●画面のイラストや図の内容はイメージです。

●「スマートHEMSJ「AiSEG」および「スマートコスモ」は、

パナソニックグループの登録商標です。

一


